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研究成果の概要（和文）： 

保住は、ドイツ社会国家の一側面としてのドイツ労働市場と雇用保障制度に焦点を合わせて

研究し、論文「ドイツの労働市場とハルツ改革」と論文「ハルツ改革の背景、その影響および

評価」を発表した。近藤は、ドイツ社会国家における移民問題に関心を持ち、また、社会国家

の変質を規定するドイツ社会民主党の構成員の変化に関心を持ち、論文「戦後ドイツの韓国人

看護師と炭鉱労働者―ドイツ移民史の一齣―」および「現代ドイツにおける社会民主党の危機

―SPD の党首交代に即して」を発表した。また、岸川は、フランクフルト学派のユルゲン・ハ

ーバーマスの社会国家批判に関心を持ち、論文「J.ハーバーマスの思想における社会国家」を

発表した。また、2010 年秋の進化経済学会において、三人は、セッション「ハルツ改革はドイ

ツ社会国家の制度進化か」というテーマで、報告した。 

  

研究成果の概要（英文）： 
   Prof.Hozumi studied mainly on the German labor market and employment security. He 
published the thesis “German labor market and Hartz Reoform” and the thesis “The 
background of the German welfares state(Sozialstaat), its influence and the evaluation 
on this state”.  Prof.Kondo interested on the immigration problem and published the 
thesis “Korean nurse and coal miner laborer in post war Germany. One phase of the German 
immigration history”. He studied also the change of members of the German Social 
Democratic Party which determined the change of this party and published the thesis “the 
crisis of the German Social Democratic Party----on the ground of the change of party 
chaiman”. Prof.Kishikawa interested in the J.Harbermas’ critic against the German 
welfare state and published the thesis “How does J.Habermass understand and evaluate 
the German welfare state?”. 
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１． 研究開始当初の背景 
 
 中部地方のドイツ史・思想史研究者グルー
プ「中部ドイツ史研究会」のうちドイツ社会
国家に関心を寄せる数名の者があつまり、
2004 年頃から、科研費補助金を得て、ドイツ
社会国家の歴史・思想史について研究を進め
てきた。その成果は、科研費共同研究実績報
告書『ドイツにおける社会国家の成立・変遷
とそれをめぐる論争』として公表された。 
その後、この共同研究の参加者のうちの三名
の者が、さらに、今回の共同研究「グローバ
ル化時代におけるドイツ社会国家の思想と
現状」を行うこととなった。前回の共同研究
が、おもに歴史的・思想史的なものであった
のに対して、今回の研究は、東西ドイツの再
統一とグローバル化の進展という新状況の
もとでの、ドイツ社会国家の現状を捉えたい
という問題意識にたつ。  
 
２． 研究の目的 
 
本研究は、ドイツ社会国家を構成した当初

の思想を探り、ついで、その構想が戦後ドイ
ツの経済成長の中で構築されたものの、1970
年代以来の不況に中で見直されるようにな
った事情を探る。1990 年以来、とりわけ、ド
イツ再統一に伴う歳出の増大と、グローバル
化に伴う製造業企業の外国への流出などに
より、国家財政が悪化し、さらに高い失業率
が続く中で、2002 年には、SPD のシュレーダ
ー首相によるハルツ改革・アジェンダ 2010
構想が提出された。これを法制化したハルツ
四法は、2005 年末の CDU/CSU のメルケル首相
の SPD との連立政権のもとでも、維持されて
いる。この第三の道論に基づくハルツ改革を
もたらした背景、この改革の影響、およびそ
の評価を探る。また、こうした改革を推し進
めた社会民主党の内部事情について検討す
る。同党において、従来の社会国家の体制を
保守すべきだとする勢力と、ブレア英首相と
シュレーダー独首相の第三の道論に掉さす
勢力との対立が、どのようにして出て来たの
か。社会民主党の党員の出身階層や意識の分
析により、同党の変性格の変質を探る必要が
ある。さらに、こうした社会国家をめぐる情
勢を背景に、ドイツの市民が、またとりわけ、
知識人が、社会国家についてどのように把握
し、評価してきたのかという問題がある。第
二次大戦後ドイツ人は、ナチス国家への反省
を踏まえて、社会的な法治国家の樹立を目指
したのだが、戦後 60 年以上の世界情勢の変
化のなかで、どのように見解を修正してきた
のか、明らかにする必要がある。こうして、

本研究は、ドイツ社会国家をその思想と現実
の両面について、解明することを目指してい
る。 
 

３． 研究の方法 
 

 本研究は、第二次大戦後におけるドイツに
おける社会国家の構築と 1970 年代以来の見
直しの機運と、とりわけ、東西ドイツの再統
合（1991）後のドイツ社会国家の本格的な見
直しの情勢にあって、社会国家の思想を検討
し、あわせて、その再検討の実情を明らかに
しようとする。このため、当然にも、書物、
雑誌などの文献的資料を研究するだけでな
く、学界、労働界、政界などの人々とのイン
タヴューをも行う。もとより、社会国家に関
する理解や評価に関しては、J.ハーバーマス
のような著名な思想家の著作に即して、検討
する必要がある。 
 
４．研究成果 
 
  本研究は、1990 年代以来のグローバル化の
時代に、ドイツ社会国家の変容、それを規定
した事情、および社会国家に対する知識人の
態度などを明らかにしようとする。もとより、
どの論点についても全てを明らかにするこ
とはできないので、われわれはそれぞれ限定
された論点について、研究せざるを得なかっ
た。この点を踏まえて、研究参加者の果たし
た成果についてまとめたい。 
(1)  
保住は、ドイツ社会国家の一側面としての

労働市場と雇用法制に関わる事情を研究し
た。とりわけ、第二次シュレーダー政権
（2002-2005）の試みた、ハルツ改革と呼ば
れる、労働市場と社会政策の改革について、
その内容、その背景、その改革の社会に及ぼ
す影響について検討し、ドイツ社会国家の体
制に及ぼしたその改革の意義について考察
した。ハルツ改革は、イギリス労働党のブレ
ア首相の「第三の道」論に通じるものであり、
伝統的な社会民主主義の手厚い社会政策の
実施という路線を、見直すものであった。こ
のため、ハルツ改革法案は、その実施のなか
で修正された。ハルツ改革は、ＳＰＤ単独の
力によってではなく、メルケルＣＤＵ・ＣＳ
Ｕ党首のもと、同党とＳＰＤとの連立政権に
よって、推し進めることが出来たのである。
同改革は、旧雇用法制の下での手厚い失業保
障から、職業訓練や職業紹介に力点を置いた
積極的労働政策の立場に転換しようとする。
ハルツ第Ⅳ法は、従来の雇用保険制度と社会
扶助制度を統合し、新たに求職者基礎保障制



度を樹立した。後者においては、以前の失業
保険給付Ⅱと社会扶助とを統合した新たな
失業保険金Ⅱが設定されるが、それは金額的
にも給付期間の点でも以前の制度より厳し
いものであった。しかし、この新たな求職者
基礎保障の課題と目的は、「消費共同体とも
に生活する、就業能力のある求職者が勤め口
を獲得し保持することを支援し、就業者が生
活費をそれ以外の獲得できない限りは、その
生活費を提供する」というものであり、失業
者のうち就業能力のあるものの再就職を助
長する、積極的労働市場政策をとっている。
ハルツ改革は、労働市場政策だけでなく、社
会政策の他の分野も含む包括的なものであ
る、ドイツ社会国家の諸制度に影響を及ぼそ
うとしている。社会国家の他の諸制度におい
てどのような変化が生じているか、さらに、
研究する必要がある。 
(2)  
近藤は、近年、移民問題や東独の実像等に

ついていて研究成果を挙げて来た。本共同研
究に関しては、社会民主党の党首の交代が、
1990 年までとそれ以後で、大きく変化し、後
の時期にはきわめて短期間に、党首の交代が
なされたことに注目し、その原因を探る中で、
同党の変質について考察している。そして、
この変質が、社会国家体制の守護に徹する立
場から、シュレーダー首相のハルツ改革とア
ジェンダ 2010 に示される社会国家の見直し
的改革への変化をもたらしたものであると
みる。社会国家に対する態度を変化させてき
たものは、党員の属する社会階層の変化（労
働者階級から中間階級への拡大）と多様化、
党員の高学歴化などであったことなどによ
る。同党の党首交代が、1990 年を境にして、
きわめて短期間にかつ頻繁になされるよう
になったという事情の詳しい分析を通じて、
同党の変質を解明している。そして、社会国
家への同党の立場の変化も、そうした同党の
内部的な事情の変化の結果だと見ている。 
(3) 
 岸川は、フランクフルト学派のＪ．ハーバ
ーマスの所説における社会国家の把握とそ
れに対する批判を中心に、グローバル化の時
代における社会国家の評価とそれへの対応
について、考察した。ハーバーマスによれば、
自由主義的資本主義時代の市民的公共圏の
解体の中から、社会国家的な介入の形態とそ
れに即した資本主義の形態が成立してくる。 
前者においては市民的小家族の生活圏が存
在し、その私的自律的な権利を保障する市民
的法治国家が存在した。しかし、その後の資
本主義の発展の中で、そうした市民的公共圏
の解体のなかから、社会国家と介入主義的資
本主義が成立した。社会国家は自由主義的な
基本権を保障することによって、法治国家と
の連続性を保持しているが、他面では政治的

公共圏を無力化する傾向を持つ。こうした社
会国家の現実に対して、民主主義化をラジカ
ルに推進するというのが、かれの立場であっ
た。さらに、『コミュニケーション的行為の
理論』においては、社会国家モデルの資本主
義の問題を国家行政システムと経済システ
ムの複合体による生活世界の植民地化とと
らえ返した。この後期資本主義の下では、公
民はその政治的意思決定過程への参加を実
質的に奪われ、制度の利益を享受するクライ
アントと化す。これが生活世界の植民地化の
モデルケースである。これにたいして、ハー
バーマスは、生活世界にある連帯という資源
からエネルギーを汲み取るラジカルな民主
主義の実現を目指すべきとする。近年のグロ
ーバル化の進展は、国民国家の社会国家的介
入の能力を縮小したが、それを支える新自由
主義の思想について検討し、これに対して、
「社会の民主主義的な自己制御の新たな形
式」としての「国民国家を超えた民主主義」
を実現すべきとする。ドイツ社会国家の内に
生きる同時代人であるハーバーマスのこう
した社会国家観は、われわれの社会国家理解
に大きく資するものである。 
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